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大阪大学 外国語学部 ロシア語専攻のみなさんへ 

ともに新学年を迎えることができてよろこんでおります。一方、心配もあります。 

未来の歴史家は、「このとき、このようなできごとがあった」と記すでしょうが、
まさに、そのできごとのまっただ中に私たちはいます。不安なのはこの終わりがま
だまだ見えないからであり、また、多くの人たちの苦しみや悲しみが伝わってくる
からではないかと思います。 

日本とロシアは互いにたびたび厳しい態度をとってきました。しかし、同時に、隣
人を理解すればこれが自分の利益になることを知り、隣人には偉大な歴史・文化が
あると認めてきました。これが、日本におけるロシア研究であり、ロシアにおける
日本研究です。研究分野は実にさまざまで、ことばそのもの、ことばの教え方、経
済、ファッション、音楽、妖怪の世界など、例を挙げれば尽きることがありませ
ん。とくに、研究の基盤である言語を教えてくれる先生にはその先生がいて、その
先生にもやはり先生がいた … これを日本もロシアもずっと続けてきたのです。そし
て、隣人を尊重し、隣人に語りかけることの意義を忘れることはありませんでし
た。 

ロシア・ロシア語を学ぶことで、自分や他者の不安、悲しみが即座に癒やされるわ
けではないと思います。しかし、勉学の中で正確な知識を得て、自らを鍛え自立
し、他者を理解し助けられるようにする、たとえばこのような目標を掲げ、ここに
勉強の原点を求めるのはいかがでしょうか。 

心配なことがあれば、教員に話しかけてください。授業中でも結構です。私たちは
みなさんとことばを交わせることがなによりも貴重なことだと考えています。 
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